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美
人
画
家 

東
郷
青
児
の
蒲
田
時
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鍋
谷 

孝 

  
東
京
大
田
区
久
が
原
の
商
店
街
に
あ
る
洋
菓
子
店
の
包
装
紙
を

見
た
と
き
に
、
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
の
あ
る
美
人
画
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
絵
が
東
郷
青
児
だ
と
思
い
出
す
に
は
時
間
は
か
か
り
せ
ん

で
し
た
。
モ
ダ
ン
な
美
人
画
を
描
く
洋
画
家
で
あ
り
、
二
期
会
理
事

長
で
も
あ
っ
た
東
郷
青
児
。
芸
術
院
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
東
郷
青
児
が
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
蒲
田
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
蒲
田
に
住
ん
で
い
た
洋
画
家
中
川

紀
元
の
交
流
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
蒲
田
在
住
期
間
は
、

パ
リ
留
学
前
後
で
し
た
。 

  

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
府
下
蒲
田
村
大
字
北
蒲
田
五
九
七
番

地
に
転
居(

現
蒲
田
中
学
付
近)

、
さ
ら
に
一
月
後
、
蒲
田
村
大
字
一

四
九
三
番
地
へ
転
居
届
を
出
し
て
い
ま
す
。（
現
東
蒲
田
中
学
付
近
）

松
竹
キ
ネ
マ
撮
影
所
が
開
所
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

パ
リ
へ
留
学
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）、
シ
ベ
リ
ア
経
由
よ
り

帰
国
後
、
妻
子
と
新
居
を
構
え
、
府
下
蒲
田
新
宿
一
一
九
二 

現
大

田
区
産
業
プ
ラ
ザ
周
辺
に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。 

 

東
郷
青
児
は
、「
私
の
履
歴
書
」（
文
化
人
六 

日
本
経
済
新
聞
社

刊 

昭
和
五
八
年
一
二
月
一
日
刊
）
で
、
蒲
田
の
記
憶
に
つ
い
て
も

書
い
ま
す
。「
そ
の
後
、
私
と
明
代
さ
ん
は
、
形
ば
か
り
の
式
を
済

ま
せ
て
、
東
京
の
蒲
田
へ
移
り
住
む
こ
と
と
な
っ
た
。
文
字
通
り
赤

貧
を
洗
う
よ
う
な
生
活
で
、
た
ま
に
伝
手
を
求
め
て
絵
を
売
る
く
ら

い
が
関
の
山
だ
っ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
を
振
り
返
っ
て
も
、
な
ん
と
な

く
明
る
い
思
い
出
の
連
続
で
、
貧
苦
に
追
わ
れ
た
深
刻
な
記
憶
な
ど

少
し
も
な
い
の
は
は
な
は
だ
不
思
議
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
当
時

の
蒲
田
は
、
有
名
な
蒲
田
の
菖
蒲
園
が
あ
り
、
蒲
田
一
面
が
無
数
の

池
の
連
続
で
、
水
郷
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。」 

田
園
豊
か
な
蒲
田
の
環
境
の
中
で
、
創
作
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
蒲
田
を
離
れ
た
東
郷
青
児
は
、
心
中
未
遂
事
件
を
起
こ
し

た
の
ち
、
宇
野
千
代
と
出
会
い
、
彼
女
と
の
新
生
活
に
向
か
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。 
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